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リアブレーキパッド

注：     は改善箇所を示す 

基準不適合発生箇所 
リアブレーキパッドにおいて、摩擦材とバックプレートの接着の強度が不足しているため、摩擦材がは

がれ、十分な制動力が得られなくなるおそれがある。 

改善の内容 
全車両、当該部品を確認し不良品が装着されていた場合は良品と交換する。 


